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　国民年金は、所得が少ないときや失業等により保険料を納付することが経済的に困難な場合、保険料の免
除を申請することができます。
　免除などのサイクル（始期と終期）は、７月から翌年６月までです。免除などの承認を受けている方が、
引き続き免除の申請をされる場合には、できる限り７月に申請されるようお願いします。
　平成２６年４月からは、過去２年１カ月分の免除申請ができるようになりました。

<免除を受けるための条件>
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が、次の計算式の金額以下であれば、免除を受けることができ
ます。

【失業などの特例免除】
　○災害・失業などを理由とした免除（特例免除）は、災害・失業などの前月から災害・失業などがあった
　　年の翌々年６月までの期間について、特例免除の申請ができます。

【申請方法は】
　　お住まいの市（区）役所・町村役場又は年金事務所に申請してください。
　　
◆ご注意ください◆
　○２年１カ月前の月分まで免除申請をすることができますが、申請が遅れると万一のときに障害年金など
　　を受け取れない場合や失業などの特例免除が受けられない場合がありますので、すみやかに申請してく
　　ださい。
　○申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行いますので、免除が承認されない場合があります。なお、
　　全額免除と一部免除は配偶者及び世帯主、若年者納付猶予は配偶者についても所得審査を行います。配
　　偶者や世帯主が失業などに該当する場合も免除を受けられる場合があります。

全額免除

４分の１免除
半額免除
４分の３免除

（扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円

　７８万円
１１８万円　　＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
１５８万円

※申請者本人のほか、配偶者及び世帯主のいずれの方も、前年所得が上記の計算式の金額以下である必要
　があります。
※複数年度の申請を希望される場合は年度毎の申請書の提出が必要です。（申請する年度に対応する前年
　所得に基づき審査を行います。）

◆問い合わせ先　仙台北年金事務所　☎224－0891／住民生活課　☎34１－８５１２

・・・国民年金免除申請の手続きについて・・・
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◆募集対象　日本画、洋画、書、写真、工芸の５部門
　　　　　　（各部門１人１点）
◆テ　ー　マ　自由
◆応募資格　県内在住の６０歳以上でアマチュ
　　　　　　アの方
◆出展申込料　１作品５００円
◆申込期間　７月１日（日）～１０月３１日（水）
◆展示会場　宮城県美術館　県民ギャラリー
◆展示期間　１１月２９日（木）～１２月２日（日）
◆審　　査　各部門専任審査員が審査します。
　　　　　　（表彰式あり）
※優秀作品は、平成３１年開催予定の「ねんりん
　ピック紀の国わかやま２０１９」美術展部門に
　出品します。
◆申込・問い合わせ先　
　宮城県社会福祉協議会　いきがい健康課　
　☎２２３－１１７１

第２６回宮城シニア美術展作品募集

　仙台法務局では、法務局、公証人、司法書士、
土地家屋調査士、税理士による相続登記・相続
税相談会及び講演会を開催します。
◆日時　６月２４日（日）
　　　　講演会　午前１０時～１１時４０分
　　　　相談会　正午～午後４時
◆場所　エル・パーク仙台　５階セミナーホール
　　　　（仙台市青葉区一番町４－１１－1）
◆内容　相続手続き（登記・遺言・税金など）
　　　　に関する無料相談・講演会（予約制）
◆予約・問い合わせ先　
　　　　仙台法務局　☎２２５－５７２０

相続登記・相続税相談会及び講演会のお知らせ

　６月１日から１０日は「電波利用環境保護周
知啓発強化期間」です。
　電波は航空機や船舶、警察、消防、救急用な
ど私たちの生活の安心・安全の確保に使われて
います。　
　不法電波は、大切な通信を妨害して私たちの
生活や人命の安全を脅かします。
◆電波の混信・妨害についての問い合わせ先
　総務省東北総合通信局相談窓口　
　☎２２１－０６４１

総務省からのお知らせ

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか？
◆受験資格　①平成３０年４月１日において高校卒業後３年を経過していない方、及び平成３１年３月までに高
　　　　　　　校を卒業する見込みの方
　　　　　　②人事院が①に掲げる方に準ずると認める方
◆申込期間　　　６月１８日（月）～２７日（水）
◆第１次試験日　９月２日（日）
◆申込方法　インターネット申込み
　　　　　　国家公務員試験採用情報NAVI（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）
◆問い合わせ先　仙台国税局人事第二課試験研修係　☎２６３－１１１１　内線３２３６
　　　　　　　　人事院東北事務局　☎２２１－２０２２

平成３０年度　国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ

　「男女共同参画社会基本法」が制定された平成１１年６月２３日に合わせて、毎年６月２３日から２９日まで
の１週間を「男女共同参画週間」としています。
　「男女共同参画社会」の推進とは、一人一人が自分の未来のことは自分で考え、決めていくことで、夢や理想
を実現し、自分らしく、豊かに人生を歩んでいこうとする取り組みです。
　性別にとらわれず、一人一人が対等の関係で社会や家庭のことに参加・協力していく機会が平等に与えられ、
その中で自分に必要なものを選択し、行動していくことが求められています。
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」
を実現するためには、政府や地方公共団体だけでなく、国民のみなさん一人ひとりの取り組みが必要です。
　私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみませんか。

「男女共同参画週間」　走り出せ、性別のハードルを超えて、今


